
在宅医療に関するアンケート調査

【最終報告】

平成31年3月7日(木)
第3回 地域包括ケア推進会議
松阪市産業振興センター（3階研修室)

松阪地域在宅医療・介護連携拠点 潮田元美



1 アンケート調査の目的

2 アンケートの結果
(注釈がないものについては、診療所のみを集計したデータ)

3 アンケートの活かし方



1 アンケート調査の目的

・松阪地域(松阪市、多気町、明和町、大台町)の医療に関する
基礎資料

・在宅医療提供体制の整備や医療・介護のネットワークづく
りのための基礎資料

【調査対象】 松阪地区医師会員272名 内193名より回答
【調査期間】 平成29年11月13日(月)～同年12月8日(金)

※平成30年 3月29日 推進会議にて中間報告実施



A 医療機関情報について

B 連絡方法や情報共有の方法について

C 在宅で可能な管理や処置の内容について

D 往診について

E 訪問診療について

F 今後の在宅医療・介護の連携に向けての取り組み

アンケートの項目



1市3町における医療機関等分布
第四地域包括
病院:2
診療所:30

老健、その他:2

第一地域包括
病院:2
診療所:37

老健、その他:3

第五地域包括
病院:3
診療所:29

老健、その他:1

明和町
病院:2
診療所:11

老健、その他:1

多気町
病院:0
診療所:5

老健、その他:3

第二地域包括
病院:0
診療所:22

老健、その他:1

大台町
病院:1
診療所:5

老健、その他:1

第三地域包括
病院:0
医療機関:7

老健、その他:1
「病院」
～20人以上の患者を入院させるための施
設を有する(医療法第１条の５第１項)
「診療所」
～患者を入院させるための施設を有しな
いもの又は19人以下の患者を入院させる
施設を有する(医療法第１条の５第２項)
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診療所数(アンケート実施時)と人口(H31.1.1.現在)

人口 診療所数 (単位:千人)
(単位:か所)

※アンケート未回答の診療所も含む



2 アンケートの結果



2

4

4

2

2

6

2

3

2

4

2

1

2

3

7

5

3

5

5

4

2

5

5

2

5

介護施設等の嘱託医

介護老人保健施設

居宅介護支援事業所

ケアハウス

ショートステイ

通所リハビリ

特別養護老人ホーム

訪問介護

訪問看護ステーション

訪問リハビリ

有料老人ホーム

その他

該当なし

関連施設や事業

医療機関

診療所

60

61
0 5     10 (単位:か所)

33

26

47

38

30

47

0 25 50

院内処方および

院外処方

院内処方のみ

院外処方のみ

処方について

医療機関

全体

診療所

(単位:か所)

A 医療機関情報について
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往診と訪問診療実施状況【包括別】

訪問診療のみ実施
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電話

73%

FAX

20%

メール 3% その他 4%

最優先を希望する方法

(初回)

電話

43%

FAX

24%
メール 4%

面談 10%

外来同席

15%

往診同席 3% その他 1%

最優先を希望する方法

(2回目以降)

他職種から医師への連絡方法について

B 連絡方法や情報共有の方法について
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透析管理
その他

人工膀胱の管理
麻薬による疼痛コントロール

人工呼吸器の管理
穿刺処置

人工肛門の管理
がん患者ターミナル

認知症ケア
中心静脈栄養の管理
気管カニューレの管理

褥瘡管理
膀胱留置カテーテルの管理

在宅看取り
インスリン治療

経管栄養の管理
酸素療法の管理

（単位：か所）

C 在宅で可能な管理や処置の内容について



診療時間内のみ

22%

診療時間外も含む

44%

24時間対応

13%

その他

21%

往診の実施状況

(医療機関単位)「訪問診療」～在宅療養を行う患者であって、疾
病・傷病のため通院が困難な患者に対して患者宅
に定期的に訪問し診療を行うもの
「往診」～患者の要請に応じ、医師が、予定外
に患者宅を訪問し診療を行うもの

参考資料：
www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai.../0000155814.pdf
www.kantei.go.jp/jp/singi/.../150123siryou02_2.pdf

※在宅療養支援診療所として届け出のあ
る医療機関は17か所。

D 往診、E 訪問診療について



自院通院者

43%

訪問診療対象者

34%

初回依頼にも

応相談

19%

その他

4%

往診の対象者

(医療機関単位)

自院通院または

入院者

35%

他院からの紹介

26%

患者・家族からの

直接依頼

27%

特定の疾患や

病態の患者

6%

その他

6%

訪問診療の対象者

(医療機関単位)



自宅のみ

20%
居住系

施設のみ

4%
どちらも

76%

往診の対象場所

(医療機関単位)

自宅のみ

30%

居住系

施設のみ

12%

どちらも

58%

訪問診療の対象場所

(医療機関単位)



F 今後の在宅医療・介護の連携に向けての取り組み

1 ICTの活用について

2 主治医・副主治医制について

3 緊急時等の入院受け入れに関する連携体制について



必要性を感じない

13%

活用したい

27%

その他

15%

不明

45%

ICTの活用について(全体)

必要性を感じない

19%

活用したい

45%

その他

16%

不明

20%

ICTの活用について

(在宅医療を行っている医師)



◎ 松阪地域情報共有システムについて

ID取得者数 ●●●名

利用者部屋数 ■名分
(H31/3/1現在)

多職種が、よりスムーズな情
報共有を行うためのツールの
ひとつとして、平成30年7月よ
り(株)カナミックネットワークの
TRITRUSシステムの運用を開
始。



必要性を感じない

15%

関心がある

19%

その他

23%

不明

43%

主治医・副主治医制について

(全体)

必要性を感じない

19%

関心がある

39%

その他

3%

不明

39%

主治医・副主治医制について

(在宅医療を行っている医師)



困った経験がある

11%

課題はある

19%

連携が図れている

11%

その他

8%

不明

51%

緊急時の受け入れに関する

連携体制について(全体)

困った経験がある

20%

課題はある

32%
連携が図れている

21%

その他

3%

不明

24%

緊急時の受け入れに関する

連携体制について

(在宅医療を行っている医師)



3 アンケート調査の活かし方

● 連携拠点が専門職の後方支援を行う資源として活用していく

→ 医療機関個別の情報の充実、更新を行っていく

→ 関係専門職からの相談内容に応じて、必要な情報を提供する

課 題

● 情報の更新


